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内容の要旨及び審査の結果の要旨
冠動脈バイパス術後における自家静脈グラフトの内膜肥厚，粥状硬化はグラフト閉塞をきたす重要な問題である。
とくに静脈グラフトとの粥状硬化は動脈グラフトよりも急速に進行しやすく，その原因のひとつにグラフト内の静脈
弁が挙げられている。粥状硬化病変の発生機序として動脈では細胞間接着分子（intercellularadhesionmolecule-1,
ICAM-1）と血管内皮細胞接着分子（vascularcelladhesionmolecule-1,VCAM-1）の発現の増加が報告されてい
る。しかし静脈グラフトの内膜肥厚や内皮細胞における接着分子の発現に対し静脈弁が影響しているかは不明である。
本研究では静脈グラフトのバイパスモデルを作成し，静脈弁周囲でのグラフト内膜肥厚と接着分子の発現を高コレス
テロール血症の有無に分けて検討した。対象はウサギ42羽を用いて静脈弁を有する左外頚静脈を採取後，静脈内血流
が左内頚動脈の血流方向と一致するように静脈を逆転させて左内頚動脈の一部と置換した。術後，通常食を与えた通
常食群21羽と高コレステロール食を与えた高コレステロール食群21羽に分けて，１，２，３週間後に犠牲死させた。
静脈グラフトを採取し，静脈弁周囲の病理組織学的評価および接着分子の発現を調べた。えられた結果は以下の通り
である。
（１）両群とも静脈グラフトの内膜肥厚は経過とともに増加したが，高コレステロール食群のみで静脈弁末梢部位の
内膜が有意に肥厚していた（Ｐ＜0.05)。
（２）接着分子の発現は通常食群ではいずれの時点でもVCAM-1の発現は認めず，ICAM-1は３週間後わずかに認め
た。一方，高コレステロール食群では１週間後より静脈弁中枢および末梢部位内膜にVOAM-LICAM-1の局所
的な発現を認めた。
（３）静脈弁の末梢部は中枢部に比べて有意にVCAM-1とICAM-1発現が増強していた（Ｐ＜0.05)。
以上の結果から静脈グラフトの内膜肥厚は高コレステロール食群で顕著に発生し，その肥厚は静脈弁末梢側で発生
しやすいことが明らかになった。従って静脈グラフトの長期開存率を高めるには静脈弁の少ない静脈グラフトを使用
し，コレステロール摂取量を制限することが重要であると考えられる。
以上，本研究は自家静脈による冠動脈バイパス術後の内膜肥厚発生機序を明らかにしたものであり，心臓外科学に
貢献する価値ある論文と評価された。
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